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あ
る
算
額
の
見
学 

（
鴻
巣
市
吹
上
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
） 

  

鴻
巣
市
の
生
涯
学
習
課
文
化
財
担
当
の
方
か
ら
、

文
化
財
（
市
内
の
算
額
等
）
の
展
示
会
の
説
明
書
き

で
拙
著
の『
北
武
蔵
の
和
算
家
』か
ら
引
用
し
た
い
、

と
の
電
話
を
受
け
ま
し
た
。
勿
論
す
ぐ
了
解
し
ま
し

た
が
、
聞
く
と
開
催
期
間
は
１
月
25
日
か
ら
２
月
６

日
ま
で
と
迫
っ
て
い
ま
し
た
。
知
っ
た
か
ら
に
は
は

や
く
「
現
物
」
を
見
た
い
と
思
い
、
26
日
（
土
）
に

早
速
妻
と
出
か
け
ま
し
た
。 

 

実
は
鴻
巣
市
の
算
額
は
見
学
が
適
わ
ず
、
文
化
財

担
当
か
ら
写
真
の
提
供
を
受
け
て
い
ま
し
た
（
本
誌

35
・
36
号
参
照
）。
そ
の
写
真
を
も
と
に
算
額
の
文

章
を
書
き
出
し
、
問
題
も
解
い
て
、『
北
武
蔵
の
和
算

家
』
に
載
せ
ま
し
た
。
そ
の
た
め
『
北
武
蔵
の
和
算

家
』
も
寄
贈
し
て
あ
り
ま
し
た
。 

 

鴻
巣
市
の
算
額
は
五
面
あ
り
、
四
面
が
展
時
さ
れ

て
い
ま
し
た
。
次
の
も
の
で
す
。 

①
薬
師
堂
算
額
（
明
治
二
十
三
年
） 

 
 
 
 

都
築
利
治
門
人
九
名
世
話
人
二
名 

②
新
井
稲
荷
神
社
（
明
治
二
十
五
年
） 

 
 
 
 

都
築
利
治
門
人
田
村
金
太
郎 

③
三
ツ
木
神
社
算
額
（
明
治
二
十
八
年
） 

 
 
 
 

都
築
利
治
門
人
十
二
名 

④
八
幡
神
社
算
額
（
大
正
四
年
） 

中
村
新
蔵 

 

大
芦
氷
川
神
社
の
算
額
（
嘉
永
三
年
）
は
残
念
な

が
ら
都
合
が
生
じ
て
展
時
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
で
し
た
。 

こ
の
内
、
③
④
及
び
大
芦
氷
川
神
社
の
算
額
は

『
埼
玉
の
算
額
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
①

②
は
不
掲
載
で
す
。
文
章
を
書
き
出
し
、
問
題
を
解

い
て
み
た
の
は
①
②
で
す
。 

現
物
を
見
る
と
や
は
り
迫
力
を
感
じ
ま
す
。
よ
く

み
る
と
①
②
で
不
明
文
字
だ
っ
た
も
の
が
幾
つ
か
読

め
ま
し
た
の
で
、
具
体
的
な
収
穫
も
あ
り
ま
し
た
。 

 

 

第
60
号 

 

平
成
三
一
年(

二
〇
一
九)  

三
月
二
一
日 

発
行
部
数 

十
五
部 

 
 
 
 
 

（
不
定
期
刊
行
） 

 

発
行
者 

 

東
京
都
羽
村
市 

山
口 

正
義 

 

       
 
 
 
 
 
 

田
舎
の
和
算
研
究
の
個
人
通
信 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
題
字 

伊
藤
武
夫
氏
） 

 

薬師堂算額（部分）少しラフな書き方か？ 
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小
川
町
の
和
算
家
の
墓 

 

『
北
武
蔵
の
和
算
家
』
を
読
ま
れ
た
比
企
郡
小
川

町
の
内
田
康
男
様
か
ら
、
小
川
町
の
和
算
家
三
名
の

情
報
と
お
墓
の
写
真
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

 

馬
場
與
右
衛
門
、
澤
田
傳
次
郎
、
嶋
野
善
蔵
の
三

名
で
す
。
い
ず
れ
も
上
州
出
身
の
市
川
行
英
の
門
人

で
、
市
川
行
英
に
提
出
し
た
文
政
九
年
の
神
文
（
大

正
八
年
の
写
し
）
が
日
本
学
士
院
に
あ
り
ま
す
。 

 

馬
場
與
右
衛
門
は
田
中
與
八
郎
・
久
田
善
八
郎
と

と
も
に
文
政
十
三
年
に
慈
光
寺
に
算
額
を
奉
納
し
て

い
て
、
そ
の
問
題
内
容
は
判
明
し
て
い
ま
す
が
、
澤

田
傳
次
郎
・
嶋
野
善
蔵
に
つ
い
て
は
何
も
わ
か
っ
て

い
ま
せ
ん
で
し
た
。
今
回
お
墓
か
ら
没
年
等
が
判
明

し
ま
し
た
。
ま
た
、
澤
田
傳
次
郎
の
娘
婿
が
馬
場
與

右
衛
門
の
弟
長
八
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
な
お
、
三

名
と
も
小
川
町
腰
越
の
人
で
す
。 

馬
場
與
右
衛
門
に
つ
い
て
は
、
三
上
義
夫
が
訪
問

し
た
時
に
は
位
牌
を
確
認
し
た
よ
う
で
す
が
、
そ
の

後
院
号
を
頂
い
た
た
め
か
位
牌
は
現
存
し
な
い
そ
う

で
す
。
同
家
は
代
々
組
頭
役
に
就
任
し
た
が
、
明
治

初
期
に
火
災
に
遭
い
和
算
関
係
の
史
料
は
な
く
、
墓

は
昭
和
二
十
七
年
に
建
て
た
も
の
と
い
い
ま
す
。 

（
正
面
）
大
龍
院
関
山
惠
通
居
士
／
楞
法
院
端
質
妙

嚴
大
姉
／
（
右
脇
）
弘
化
二
年
七
月
八
日
歿
／
重
八

父 

俗
名
與
右
エ
門 

行
年
四
十
一
才
／
明
治
十
二

年
三
月
十
九
日
歿
／
比
企
郡
明
覚
村
大
字
田
中
柿
沼

仙
助
叔
母
／
仝 

母 

豊 

行
年
七
十
才
／（
左
脇
）

昭
和
二
十
七
年
八
月
建
／
施
主 

馬
場
重
八 

 

  

澤
田
傳
次
郎
墓
石
（
正
面
）
春
嶽
浄
陽
居
士
／
（
右

脇
）
弘
化
二
乙
巳
年
正
月
六
日
没
／
俗
称
澤
田
傳
次

郎
／
齢
四
十
七
歳
／
（
左
脇
）
祀
主
／
澤
田
長
八 

             
  

島
野
善
蔵
墓
石
（
表
面
）（
梵
字
）
稱
號
清
契
信
士

／
慶
應
三
夘
八
月
七
日
／
稱
譽
妙
清
信
女
／
文
久
三

亥
五
月
廿
五
日
／
俗
名
善
蔵
／
妻 

リ
ヱ
／
島
野
弥

兵
衛
立
之 

馬場與右衛門墓 

三ツ木神社算額（全体(上)と中央部分(左)） 

図形は辛うじて少し見えるが文字は判読不能 

図形・文字ともわかる形で『埼玉の算額』に 

所収されています。 

澤田傳次郎墓 
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～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～
～ 

三
上
義
夫
の
礼
状 

内
田
康
男
様
か
ら
小
川
町
の
郷
土
史
家
・
大
塚
仲

太
郎
氏
の
『
智
理
塚
』（
大
塚
紀
子
家
文
書
）
の
中
か

ら
和
算
関
係
の
文
章
を
抜
き
出
し
た
も
の
を
い
た
だ

き
ま
し
た
。 

そ
れ
は
、
三
上
義
夫
が
大
塚
家
を
訪
れ
た
昭
和
十

年
四
月
二
十
一
日
の
こ
と
か
ら
始
ま
る
も
の
で
し
た
。

大
塚
氏
の
記
述
に
よ
る
と
三
上
義
夫
は
他
に
昭
和
十

一
年
十
一
月
十
日
と
同
二
十
四
日
の
都
合
三
回
、
小

川
町
に
和
算
家
の
調
査
で
訪
れ
て
い
ま
す
。
文
章
は

大
塚
氏
の
調
べ
た
内
容
と
、
そ
れ
を
受
け
取
っ
た
三

上
の
礼
状
な
ど
か
ら
成
っ
て
い
ま
す
。 

三
上
は
独
自
に
調
査
し
た
内
容
も
含
め
て
、「
北

武
蔵
の
数
学
」「
武
州
比
企
郡
竹
澤
小
川
の
諸
算
者
」

等
を
著
し
て
い
ま
す
。
こ
こ
で
は
調
査
で
お
世
話
に

な
っ
た
大
塚
仲
太
郎
氏
へ
の
三
上
の
礼
状
三
通
を
紹

介
し
ま
す
。
三
上
の
調
査
の
一
端
を
知
る
貴
重
な
資

料
に
な
る
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

①
昭
和
十
年
五
月
十
一
日
付
け
礼
状 

【
同
年
四
月
二
十
一
日
に
大
塚
家
を
訪
れ
、
そ
の
後

大
塚
氏
が
調
査
し
た
内
容
を
報
告
し
た
礼
状
】 

 

 

拝
啓
過
般
は
突
然
御
尋
ね
申
上
け
ま
し
た
と
こ
ろ

色
々
と
御
懇
切
な
る
御
指
教
を
戴
き
御
蔭
を
以
て
調

査
上
に
多
大
の
便
宜
を
得
ま
し
た
事
を
深
く
感
謝
い

た
し
ま
す
。
猶
森
右
膳
祖
沆
の
算
法
に
就
き
御
報
に

預
り
深
く
御
好
意
の
段
を
感
銘
い
た
し
ま
す
。
同
氏

は
全
く
知
ら
な
い
で
居
り
ま
し
た
。
何
れ
充
分
に
調

査
を
遂
け
御
好
意
に
報
ひ
た
い
と
存
し
ま
す
。 

 

御
指
示
に
よ
り
大
串
の
毘
沙
門
堂
並
に
指
扇
の
秋

葉
さ
ん
へ
も
参
詣
し
ま
し
た
と
こ
ろ
前
者
で
は
算
額

は
見
当
ら
ず
堂
守
り
も
不
在
で
尋
ね
る
事
も
出
来
ま

せ
ん
で
し
た
が
秋
葉
さ
ん
で
は
二
面
の
算
額
が
あ

り
、
一
面
は
中
種
足
都
築
源
右
衛
門
社
中
の
も
の
で

不
判
明
で
あ
り
ま
し
た
（
１
）

。
一
面
は
大
谷
領
向
山

及
び
横
見
郡
下
吉
見
領
井
河
新
田
の
人
の
奉
額
で
あ

り
ま
す
（
２
）

。
此
方
は
明
瞭
で
写
し
取
り
ま
し
た
。

向
山
は
上
尾
驛
附
近
で
子
孫
も
居
り
ま
し
た
。
下
吉

見
領
と
は
松
山
在
の
地
方
か
と
存
じ
ま
す
が
井
河
新

田
の
地
名
を
地
図
上
に
見
出
し
得
ず
何
れ
の
地
で
あ

ろ
う
か
と
案
じ
て
居
り
ま
す
。
御
教
示
を
戴
け
ば
仕

合
せ
で
あ
り
ま
す
。 

 

竹
澤
へ
も
行
っ
て
見
ま
し
た
が
松
本
寅
右
衛
門
と

栗
嶋
寅
右
衛
門
は
同
一
の
人
と
判
明
し
ま
し
た
。
同

村
勝
呂
に
落
合
勝
太
郎
と
い
ふ
算
者
あ
り
同
村
木
部

浄
音
寺
の
空
外
和
尚
に
習
っ
た
と
い
ふ
事
で
し
た

が
、
和
尚
の
事
も
寺
で
も
無
住
で
何
も
知
ら
れ
な
い

で
し
た
。 

 

勝
呂
の
吉
田
勝
品
の
事
は
何
も
聞
く
事
が
出
来
な

い
の
が
残
念
で
し
た
。 

 

先
は
御
礼
申
上
度
、
尚
算
法
又
は
算
家
に
関
し
て

御
見
聞
を
御
漏
し
戴
く
事
も
出
来
ま
す
な
ら
仕
合
せ

で
あ
り
ま
す
。
御
援
助
に
依
っ
て
北
武
蔵
地
方
の
諸

算
家
の
事
蹟
を
明
ら
か
に
し
た
い
も
の
と
期
待
い
た

し
ま
す
。 

 

藤
田
貞
資
門
人
神
谷
定
令
門
人 

 
 
 

武
州
小
川
邑 

小
林
清
左
衛
門
包
教 

 
 
 

寛
政
十
一
年
額 

と
申
す
人
物
は
未
だ
調
べ
ま
せ
ん
が
御
地
に
子
孫
が

有
り
ま
す
か
何
ら
か
判
り
ま
し
た
ら
何
分
宜
し
く
御

願
ひ
い
た
し
ま
す
。 

 
 
 

草
々
敬
具 

 
 

五
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

三
上
義
夫 

 
 

大
塚
仲
太
郎
様 

 
 
 
 
 
 
 

侍
史 

（
１
）
こ
の
算
額
は
明
治
十
六
年
の
も
の
で
『
埼
玉
の
算

額
』
に
所
収
さ
れ
て
い
る
が
問
題
判
読
不
能
と
あ
り
。 

（
２
）
こ
の
算
額
は
天
保
十
一
年
の
も
の
（
本
誌
第
20
号

及
び
『
北
武
蔵
の
和
算
家
』p245

参
照
）。 

 

②
昭
和
十
一
年
十
一
月
四
日
付
け
礼
状 

【
吉
田
勝
品
や
杉
田
久
右
衛
門
等
を
大
塚
氏
が
調
査

し
た
内
容
を
報
告
し
た
礼
状
】 

  

拝
啓
御
手
紙
難
有
拝
読
い
た
し
ま
し
た
。
竹
澤
村

勝
呂
の
吉
田
勝
品
の
事
を
特
に
御
報
に
預
り
御
蔭
で

島野善蔵墓 
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好
き
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
前
に
同
地
へ
遊
び
な
か

ら
判
明
し
兼
ね
た
事
を
何
と
も
御
恥
か
し
く
存
じ
ま

す
。 

 

「
一
代
誌
」
と
い
ふ
稿
本
が
あ
り
ま
す
由
も
面
白

く
是
非
一
読
し
た
く
尋
ね
て
見
た
い
積
り
て
居
り
ま

す
。
川
田
弥
一
右
衛
門
は
至
誠
賛
化
流
で
あ
り
ま
す

か
ら
関
九
傳
と
云
へ
ば
多
分
上
州
市
川
行
英
あ
た
り

の
門
人
で
寅
右
衛
門
と
そ
の
辺
同
じ
で
は
な
い
か
と

存
せ
ら
れ
其
辺
の
関
係
な
ど
知
り
た
く
存
し
ま
す
。 

 

勝
品
碑
に
て
慈
恩
寺
の
空
外
が
勝
品
の
門
人
で
あ

っ
た
事
も
知
ら
れ
全
く
貴
臺
の
御
調
査
で
明
ら
か
に

な
り
ま
し
た
事
を
深
く
感
謝
い
た
し
ま
す
。 

 

先
般
御
報
の
寺
院
焼
失
の
分
も
幸
に
貴
報
に
よ
っ

て
人
名
が
知
ら
れ
ま
し
た
の
で
村
名
が
知
れ
遺
族
を

知
る
事
も
出
来
ま
す
な
れ
ば
と
希
望
い
た
し
ま
す
。

如
何
な
も
の
で
せ
う
か
先
は
右
御
礼
申
し
上
度
乍
末

筆
呉
々
も
御
自
愛
を
祈
上
げ
ま
す
。 

 

草
々 

 
 
 

十
一
月
四
日 

 
 
 
 
 

三
上
義
夫 

 
 
 
 

大
塚
尊
台 

 
 
 
 
 
 
 
 

侍
史 

 

③
昭
和
十
一
年
十
一
月
十
一
日
付
け
礼
状 

【
吉
田
勝
品
や
杉
田
久
右
衛
門
等
を
大
塚
氏
が
調
査

し
た
内
容
を
報
告
し
た
礼
状
】 

  

拝
啓
過
般
は
勝
呂
の
吉
田
源
兵
衛
碑
文
並
に
同
一

代
誌
の
件
を
御
報
に
預
り
御
蔭
で
同
人
の
事
も
明
ら

か
な
っ
て
甚
だ
御
嬉
し
く
昨
日
同
地
を
訪
ひ
一
代
誌

と
外
に
算
法
實
術
解
と
云
ふ
一
稿
本
を
披
見
し
ま
し

た
。
尚
軸
物
が
あ
る
と
云
ふ
事
で
し
た
が
折
悪
し
く

婦
人
ば
か
り
で
見
出
さ
れ
な
い
の
が
残
念
で
あ
り
ま

し
た
。
此
軸
物
が
あ
れ
ば
或
は
関
流
九
傳
と
い
ふ
傳

系
が
知
り
得
ら
れ
る
の
か
と
存
じ
ま
す
。 

 

一
代
誌
に
は
笠
原
村
の
福
田
重
蔵
と
云
ふ
先
生
か

ら
関
流
九
傳
を
免
許
さ
れ
た
と
あ
り
ま
す
が
餘
り
に

疲
れ
ま
し
た
の
で
福
田
の
跡
を
も
尋
ね
兼
ね
ま
し

た
。
福
田
の
学
力
は
極
め
て
低
い
も
の
の
や
う
に
は

思
は
れ
ま
す
が
此
人
の
事
も
調
べ
た
い
と
存
じ
ま

す
。
福
田
か
ら
傳
授
を
受
け
た
後
に
小
川
下
宿
杉
田

久
右
衛
門
に
門
入
し
た
と
あ
り
ま
す
が
、
此
人
は
幕

府
の
算
家
黒
川
山
城
守
の
門
人
と
あ
り
、
黒
川
は
古

川
山
城
守
氏
清
の
事
を
書
き
誤
っ
た
も
の
と
存
し
ま

す
が
古
川
が
恰
も
五
百
石
の
禄
で
あ
り
ま
し
た
岡
陣

屋
の
川
田
弥
一
右
衛
門
も
古
川
派
の
算
家
で
著
述
は

な
い
や
う
で
あ
り
ま
す
が
相
当
の
人
物
で
あ
っ
た
や

う
で
岡
陣
屋
の
稲
荷
に
元
と
算
額
が
あ
っ
た
と
い
ふ

の
が
今
は
御
宮
も
移
さ
れ
残
っ
て
は
居
り
ま
せ
ん
。 

 

杉
田
は
此
の
川
田
と
並
び
称
せ
ら
れ
た
と
云
へ
ば

此
れ
も
可
な
り
の
人
で
あ
っ
た
の
で
は
な
い
か
と
思

は
れ
ま
す
。
杉
田
は
富
家
の
事
で
弟
子
は
取
ら
な
か

っ
た
と
あ
り
ま
す
が
書
物
な
ど
多
く
あ
っ
た
と
云
へ

ば
其
人
の
事
も
知
っ
て
置
き
た
く
存
し
ま
す
。
質
と

酒
造
で
上
下
三
十
人
餘
の
家
内
で
あ
り
随
分
繁
昌
の

事
と
思
ひ
ま
す
が
家
は
今
も
有
り
ま
す
で
せ
う
か
。

何
れ
取
調
べ
た
い
事
に
存
じ
ま
す
か
ら
何
分
宜
し
く

御
願
ひ
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

全
く
御
報
道
を
得
ま
し
た
御
蔭
で
吉
田
勝
品
の
事

も
知
り
ま
し
た
。
福
田
重
蔵
及
び
杉
田
久
右
衛
門
の

存
在
を
も
承
知
い
た
し
御
地
方
の
数
学
に
就
い
て
兼

て
承
知
の
上
州
市
川
行
英
の
系
統
と
は
別
に
且
つ
は

多
分
其
傳
授
以
前
の
様
子
を
多
少
に
も
手
懸
り
の
出

来
ま
し
た
の
は
此
上
な
く
御
嬉
し
く
折
入
り
感
謝
い

た
し
ま
す
。
勝
品
は
松
本
寅
右
衛
門
と
は
全
然
関
係

は
な
い
や
う
に
一
代
誌
か
ら
は
見
ら
れ
ま
し
た
。 

 

先
は
右
御
礼
申
上
居
候 

 
 
 

十
一
月
十
一
日 

 
 
 
 
 
 

義
夫
拝 

 
 
 
  

 

大
塚
賢
台 

 
 
 
 
 
 
 
 

侍
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編
集
後
記 

下
の
図
は
隠
れ
線

消
去
を
行
っ
た
も
の

で
す
。
仕
事
で
三
十

三
歳
頃
に
作
成
し
た

も
の
で
、
こ
の
図
形

だ
け
保
存
し
て
い
ま

し
た
。
当
時
の
こ
と

が
甦
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は

Ｆ
社
の
標
準
ラ
イ
ブ

ラ
リ
ー
に
な
っ
た
筈

で
す
が
四
十
年
も
前
の
こ
と
で
す
。 

今
号
は
小
川
町
の
内
田
康
男
様
か
ら
頂
い
た
貴

重
な
資
料
を
紹
介
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
内
田
様
に

感
謝
し
御
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。 


